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みんなで！

多文化交流♪



⃝

2018. 1. 1　Vol.104

2

毎年恒例となっているにほんごスピーチコン
テストが、10月７日に開催されました。今年は
７ヶ国から、13名の方が出場しました。出場者

は５分間の持ち
時間の中で、自
由なテーマで発
表しました。身
振り手振りを交
えて、自分の思
い・考えを日本
語で話しまし
た。皆さんこの

日の為に、一生懸命準備してきており完成度が
高く、心を動か
されるスピーチ
となっていまし
た。
多くの方に聴
講頂き、会場は
ほぼ満席となり
素晴らしい雰囲
気でコンテスト
を行うことができました。
コンテスト終了後には、出場者、応援に来て
下さった方々、運営スタッフを交え、交流会を
行いました。緊迫したコンテストの後、リラッ

クスした雰囲気
で、楽しい一時
を過ごしました。
来年も開催予定
ですので、皆さ
んのご参加、ご
来場をお待ちし
ています。

•日　時　　平成29年10月７日(土)
　　　　　　コンテスト　14：00～16：30
　　　　　　交　流　会　17：00～17：45
•場　所　　沼津市立図書館４階視聴覚ホール
•出場者　　13名

〈入賞者及びスピーチタイトル〉
〇優 勝
　　セノ　ラルフ　キニー　さん(フィリピン)
　　「ぜつぼうからきぼうへ」
〇準優勝
　　スワンディ　オンゴノ　さん(インドネシア)
　　　「成功のためのキー」
〇第３位
　　ジャーン　チー　さん(中国)
　　　「日本人は本当にマナーがいい？」
〇審査員特別賞
　　デイビス　ターニャ　リネット　さん(アメリカ)
　　　「勇気を持って逆境に立ち向かう」
〇審査員特別賞
　　ブオン　トゥイ　リン　さん(ベトナム)
　　　「将来の夢」

～2017 NICE にほんごスピーチコンテスト～ 

報　　　告

国際理解教育部会

＊入賞者のスピーチ内容は、協会ホームページ
から閲覧できますので、是非ご覧ください。

ホっ！とする商店街 沼津仲見世商店街

ネット通販実施中　１万円以上送料無料

http://n-shopping.jp/

 

 
 

優勝　セノ ラルフ  キニー  さん

準優勝　スワンディ  オンゴノ  さん

３位　ジャーン  チー  さん 
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展示部門･･･交流の歴史、英会話講座前後期の
様子、今夏のカラマズー市民訪問団来沼の様子、
高校生姉妹都市ホームステイ体験の報告等を展
示しました。
試食部門･･･カラマズー市特産のブルーベリー
ティーとブルーベリージャムの試食を行い、人
気を博していました。
物販部門･･･アメリカから輸入したお菓子やジ
グソーパズル、ハンドクリームなどの小物を販
売しました。

11月26日㈰に、沼津市の主催で「国際交流フェ
ア」がサンウェルぬまづにて開催されました。
沼津国際交流協会からは例年どおりの岳陽部会、
カラマズー部会、ふれあい部会の出展に加え国
際理解教育部会も今年初めて出展ブースとして
参加しました。協会のほかには、ブラジル・イ
ンド・キューバ・イラン・ペルー・台湾・イン
ドネシア・メキシコ・ロシア・パキスタン・沼
津高専留学生による外国紹介ブース、そして茶
道・華道・日本舞踊による日本紹介ブースが出
展されました。当日は600名以上の来場者が訪
れ、大変賑やかで楽しいイベントとなりました。
協会員をはじめご協力いただいた皆様、あり
がとうございました。

11月に岳陽市を表敬訪問した写真と、有名な
張家界の写真を中心に岳陽市の名産品（銀針茶
など）を展示しました。多くの方々が写真に見
入り、岳陽はどこにあるかと質問されたり、ま
た中国のお菓子を試食したり関心が高いことを
感じました。
食のコーナーでは、肉団子・汁のないラーメ
ン岳陽をもじって、岳油麺（がくようめん）と
名前をつけ販売し大変好評でした。

国旗デコマグネッ
トのワークショップ
を行いました。開催
スペースが昨年と違
い来場者数を心配し
ましたが、昼食もちゃ
んととれない程の盛況でした。作る過程で子ど

もはサッカー熱からかブ
ラジル国旗等を選びます。
大人は愛国心（？）から
母国の国旗を選びます。
昨年の参加者も再挑戦し

たりと楽しい交流の時がながれました。

毎週土曜日に開催
している沼津にほん
ご教室の様子と、年
間行事であるミング
リングパーティーと
スピーチコンテスト

の紹介をしました。活動の写真を見て興味を持っ
てくださる方も多く、
共に活動できる仲間が
増えてくれればいいな
と思いました。また、
ブースに来てくれた方
にお願いをして、紅葉
の形の画用紙に感想を書いてもらいました。鮮
やかな紅葉がちりばめられた景色となり、ブー
スを明るく飾ることができました。お礼に配布
した駄菓子も懐かしいものがあると好評でした。

少し手狭だった昨年よりも広くなったブース
で、展示部門・試食部門・物販部門に分かれて
活動しました。また、ステージ部門では高校生

姉妹都市ホー
ムステイ体験
に参加した二
人の高校生に
発表をしても
らいました。

国 際 交 流 フ ェ ア

　　岳 陽 部 会 ブ ー ス

　　カラマズー部会ブース

ふれあい部会ブース

国際理解教育部会ブース
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岳 陽 部 会

～ 岳 陽 訪 問 ～

沼津市民岳陽訪問団総勢８名は11月６日～13
日まで岳陽市を訪問しました。翌日、岳陽市役
所に表敬訪問をし、大沼市長の親書を手渡しま
した。岳陽市長は公用のため不在でしたが、外

事弁の方主
任、王副主任
他４名の課
長、来年研修
に来る張さん

の出迎えを受け、終始和やかな雰囲気の中、会
談は終わりました。夜は歓迎会が行われ、まず
はワインで乾杯（実は主任はワイン好き）。午前
中の会談の時の緊張感もとれ、リラックスムー

ドでひと時が過ぎ
ました。
３日目は岳陽の
観光地、張谷英・
君山島・岳陽楼を
散策し、夜は送別

会が開かれ日本に研修に来た女性４名と、李さ
んらとお土産を交換し話に花が咲きました。最
後に王副主任より、岳陽市長からの大沼市長宛
ての親書を託され、
大変感激しました。
４日目からは岳陽
を離れ、世界遺産で
ある湖南省の有名な
張家界へ。鍾乳洞の
黄龍洞、絶壁山々の武陵源、ガラスの橋と素晴
らしい自然を満喫し、湖南省の省都である長沙
へ行き２日間の市内観光を楽しみました。来年
は岳陽市に新空港がオープンする予定です。皆
さん一緒に岳陽へ行きましょう。

～ 2017 後 期 英 会 話 教 室 ～

後期の英会話教室では、高校でALTをされて
いるアリシア先生の指導のもと、海外へ渡航し
ホームステイした際に役立つ英会話を勉強して
います。受講生の年齢層は幅広く、皆さん勉強
熱心です。積極的に先生に質問を投げかけたり、
対話をしたりしながら、授業を楽しんでいます。
11月２日㈭は教科書を使った最後のレッスン

～　第２回国際交流サロン　～
『外国人と一緒に戸田を楽しもう』に参加して

木村　陽子（一般参加者）
平成29年９月23日㈯に開催された国際交流サ

ロンは、外国人10名と日本人10名でコミュニケー
ションを楽しみながら戸田を知ってもらうとい
うものでした。
バスの車窓から海の景色を眺めながら「くる

ら戸田」に到着。地元の人たちの歓迎を受けた
後、塩づくり、駿河湾深海生物館造船博物館を
見学。海の向こうには、ちょうど富士山の頂上
が顔を出し、外国人の人たちに海越しに見える
やさしい富士山を是非見せたいと思っていたの
で、良かったなあと思いました。「くるら戸田」
に戻り、押寿司つくりの体験をしながら昼食を
いただきました。外国の方も酢飯をおいしそう
に食べていました。地域おこし協力隊の青年た
ちが、オーストラリア原住民の楽器「ディジュ
リドゥ」とギターの演奏を披露してくれ、その
音色に魅了されました。
午後はタカアシガニ生け簀の見学。「の一食堂」

の中島さん
が神秘なカ
ニの生態を
詳しく説明
してくださ
り、参加者
がタカアシ
ガニを手に
記念撮影をしたりしていました。秋の御浜海岸
では全員で記念撮影をした後、散策を楽しみま
した。
今回のバス旅行で、外国の方々が沼津のこと

をもっと知って楽しめるようになることを願っ
ています。

カ ラ マ ズ ー 部 会

ふ れ あ い 部 会

でした。始めに、アリシア先生主導で「Someone�
who…」というグループゲームを行いました。
受講生の皆さんはお互いに分からない単語を聞
いたりして助け合いながら、英文を作ってゲー
ムに臨んでいました。そして教科書の学習では
look�forward�toとbe�looking�forward�toの違いの
ように、英語の細かいニュアンスに至るたくさ
んの質問が出ていました。後半では、今日の例
文を参考にした英文を作り、移動しながら沢山
の人と英会話を楽しみました。


